
滋賀県は、関西広域連合広域環境保全局の事務局を担っており、「地域環境・地球環境

問題に対応し、環境・経済・社会の統合的向上による持続可能な関西の実現」を目標とし

て、広域的に取り組むことにより住民生活の向上が期待できる施策を実施しています。

１．持続可能な社会を担う人育て

関西には自然、歴史、文化などの豊かな地域特性があります。関西広域連合広域

環境保全局では、こうした地域資源を活用した環境学習コンテンツについて、関西広

域連合を構成する府県市と共有を図っています。中でも、２０１６（平成28）年度から

実施している学習船「うみのこ」を活用した親子体験航海事業は、琵琶湖の生物に関

する学習や、雄大な琵琶湖北湖の展望等を通じて、国

民的資産とされた琵琶湖の魅力に触れ、人と水に住む

生き物のつながりを知ってもらうことを目的としていま

す。毎年、関西広域連合の構成府県から多くの児童と

その保護者が参加し、身の回りの環境を改めて考え直

す契機となっています。

２．生物多様性の保全と活用の取組推進

関西広域連合では、森・里・川・海のつながりに着目

し、構成府県の地域をまたいだ広域的な視点のもと、

生物多様性の保全上重要な場所を、「琵琶湖・淀川水

系」等を含め、「関西の活かしたい自然エリア」として選

定し、自然エリアの保全・活用により食物・文化・景観等

の自然の恵みである生態系サービスの維持・向上を

図っています。

３．３R等の統一取組の展開

関西広域連合では、「関西プラスチックごみゼロ宣言」

を行い、マイバッグやマイボトル持参運動等を通じた３Ｒ

の取組を推進しています。特にマイボトルの利用促進を

図るために、マイボトルの利用可能な店舗をWEB上で検

索することができる「マイボトルスポットMAP」を作成し、

啓発を行っています。
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湖沼は、地球上に存在する淡水の約87％を占め、飲料水や産業用水の水源等として重要な役割

を果たしています。しかし近年の気候変動等により、世界各地の湖沼にも様々な影響が現れていま

す。滋賀県ではこれまでから国際会議などを通じ、琵琶湖を守る先駆的な取組を世界に向けて発

信してきました。そして令和６年１２月には、国連で「世界湖沼の日」が８月２７日（第１回世界湖沼会

議の開催日）に制定されました。引き続き、世界の湖沼環境問題の解決への貢献が期待されます。

琵琶湖から世界への発信

（１）「世界湖沼会議」の開催

世界の湖沼環境の保全に係わる行政担当者、研究者、市民が一堂に

会し、共に考え、手を携え具体的な行動につなげていく契機とするため、

滋賀県は1984年に「世界湖沼環境会議（第１回世界湖沼会議）」を提

唱・開催しました。現在も、(公財)国際湖沼環境委員会(ILEC)等によ

り、およそ2年毎に世界各地で開催されており、滋賀県から多くの方が

参加し、琵琶湖での取組を世界に向けて発信しています。

（２）「(公財)国際湖沼環境委員会(ILEC)」の設立

国際湖沼環境委員会（ILEC）は、第１回の世界湖沼会議の成果を踏

まえて、世界の湖沼環境の健全な管理方法の確立とその推進を行うこと

を目的に、1986年に設立されました。科学者等からなる科学委員会を

内部に有し、その助言のもとに世界の湖沼環境保全にかかる情報収集・

提供、調査研究、環境研修など国際的な活動を展開しています。

（３）｢世界水フォーラム｣への参加

世界水フォーラムは、3年に一度、世界中の水関係者が一堂に会し、

水問題解決に向けた議論や展示などが行われる世界最大級の国際会

議です。2003年3月には、第3回フォーラムが琵琶湖淀川流域で開催さ

れ、水不足、水質汚染、水をめぐる国際紛争など、顕在化している水の

危機を解決するため、水に関わるあらゆる分野の人が集まって議論しま

した。それ以降も、滋賀県は琵琶湖での取組を世界に向けて発信し続けています。2024年５月

にインドネシア・バリで開催された第10回世界水フォーラムにおいてもマザーレイクゴールズをは

じめとする取組を発信するとともに、「世界湖沼の日」の制定に向けた呼びかけを行いました。今

後も湖沼問題が世界の水議論の主要課題として位置づけられるよう、湖沼の重要性を発信して

いきます。
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写真10-5-1　展望活動の様子

図１０-５-１ 関西の活かしたい自然

エリア６　琵琶湖・淀川水系

写真10-6-1 国連サイドイベント

「世界湖沼の日に関する特別

ハイレベルパネル」での発信

(2024年9月 ニューヨーク・国連本部)

写真10-6-2

 第1回世界湖沼会議の様子

(1984年8月27～31日 大津)

写真10-6-3 第10回世界水

フォーラム(2024年5月 バリ)

図10-5-2循環型社会づくり

シンボルロゴマーク

環境政策課、循環社会推進課、自然環境保全課 琵琶湖保全再生課
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